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第２章 地域の概況 

2.1 地域の概要 

事業実施想定区域は、松本市の中央やや東側、隣接する安曇野市との市境付近に位置している。また

本組合の構成市村は、松本市、塩尻市、山形村及び朝日村となっている。地域の概況を把握する基本範

囲は松本市とし、必要に応じて、事業実施想定区域に近い安曇野市、及び構成市村である塩尻市、山形

村及び朝日村を含めることとした。地域の概況を把握する範囲を図 2.1.1 に示す。 

事業実施想定区域のある松本市は、松本平と呼ばれる松本盆地の中に位置している。西部は乗鞍岳、

焼岳、穂高岳などの 3,000m 級の北アルプス連峰がそびえ立つ山岳地帯であり、中部山岳国立公園の一

部となっている。東部には八ヶ岳中信高原国定公園の一部を成す美ヶ原高原を有しており、雄大な山々

の自然に囲まれた地域である。市内には市を二分する形で北流する奈良井川をはじめとして、梓川や田

川、女鳥羽川などが流れ、それらの河川は合流して犀川となり日本海へ流下する。また、市の中心部に

は美ヶ原などの山岳地帯や扇状地が涵養した地下水が豊富に存在する。これらは「まつもと城下町湧水

群」と呼ばれ、井戸や湧水として利用されるとともに、観光資源としても整備されている。 

気候は上高地などの安曇地区を除き、中央高地式気候（内陸性気候）に属している。日較差、年較差

が大きく、年間を通じて湿度が低く、降水量が少ないといった特徴がある。 

植物群落の分布は、標高により高山帯、亜高山帯、山地帯、山麓部、平野部に分けることができる。

この植物群落の分布は、多くの生物の生息・生育基盤となり、動物の分布にも影響を与えている。 

交通の状況としては、長野市や首都圏、中京圏へと向かう交通の要である長野自動車道の松本 IC が

ある。また、市内には南北方向の大動脈である一般国道 19 号が走っている。鉄道は、松本市と首都圏

や中京圏、長野市とを結ぶ JR 松本駅があり、各方面へ特急列車が整備されている。 
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図 2.1.1 地域の概況を把握する範囲


